






摂関政治期

醍醐天皇の命による

当時の貴族社会の内面が描写されている。



右大将藤原道綱の母が作者の夫藤原兼家との結婚生活の自叙伝風の物語が蜻蛉日記である。

「市聖」と呼ばれた



初期の大和絵の画家としては、臣勢金岡
が知られている







※1

※2※1 914年に三善清行が醍醐天皇
に提出した「意見封事十二箇条」
にもその頃の財政の窮乏と地方の
混乱ぶりが指摘されている

※2 田堵の中には国司と結んで勢力をのばし、大規模な経営を
行って大名田堵と呼ばれるものも現れた。





寄進地系荘園としては、紀伊国
の桛田荘や肥後国の鹿子木荘が
有名






